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1. はじめに

小型化が急速に進むパーソナルコンピュータ

(PC)は，必然として可搬化する．そこでは

[Feine97]や[Rekimoto98]，[Siio99]で報告された

ような，デスクトップ PC とはまったく異なる

アプリケーションが求められる．本稿では，超

小型可搬型 PC が新しい情報共有メディアとな

りうる可能性に注目したい．我々の試作した「空

気ペン」は，街角や廊下など，任意の空間に自

由に手書きで文字や絵を書き込むことのできる

デバイスであり，主に HM D を通して情報を見

ることができる．

2. システム構成

空気ペンは，ユーザの立ち位置やペンの空間

座標を取り込むための位置センサ，ペンの動き

やユーザの顔の向きを検出する加速度センサ，

ユーザごとのペンの動きを記録し複数のユーザ

に配信するためのサーバと無線 LAN,サーバか

らの情報を視覚化する小型 PC および HM D か

ら構成される(図 1)．要素技術として位置セン

サの開発は非常に重要であり，我々のプロジェ

クトではナビゲタと呼ばれる，独自の立ち位置

検出機能付の靴を開発中である．ただし試作シ

ステムでは各種センサを抽象化して扱っており，

例えば屋外では GPS，室内では市販の位置セ

ンサを用いればよい．

図２は，現在モックアップを試作中の空気ペ

ン本体である．卵をふた周りほど大きくしたデ

ザインで，PS/2 インタフェースに

よって PC と接続される．将来的に

は PC の機能と一体化されることが

想定されているため，スライドして

出し入れできる小型液晶ディスプレ

イを内蔵している． HM D には市

販のシースルー（映像と背景を重ね

て見ることができる）型のものを利

用し，ユーザの書いた図形は空間の

中に浮いているように表示される．

「公衆ディスプレイ」にデータを書
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き込むと，HM D を装着していないユーザも情

報を見ることができるようになるなど，拡張性

をもってデザインされている．

3. ソフトウエア

ボタンを

クリックす

ることでボ

ードが視野

中央に現れ

るので，そ

こに図形を

記入する．

図形の記入

中は，頭を動かしてもボードは視野中央から移

動しないので，書きやすくなっている．終了後

に再びボタンをクリックすればボードが空間に

浮遊しているように表示される．浮遊している

ボードまでの距離が常に表示されている(図 3)．

図中の黒い背景部分は，実際には実世界が透け

て見えるを重ねてみることになる．

Linux で構築されたサーバは，一台あたりの

クライアントが概ね数十人以下であるとの想定

で設計された．描画データはボードへの描画が

完結するごとにサーバに転送され，毎回ブロー

ドキャストされる．重要な概念である所有権（描

画したデータを消したり移動したりする権利）

や，グループ所有権（同一グループ内だけでの

閲覧が可能になる）が設定可能である．

4. ウエアラブル社会に向けて

空気ペン・プロジェクトの目的は，我々の

想定する近未来の情報環境で求められる技術を

示唆し，ウエアラブル PC という新しいマーケ

ットを創出する可能性を探ることである．

服を着て出かけるのと同様に，超小型 PC を

身に着けて生活することが技術的に可能だった

として，歩きながらメールを読み書きするよう

な生活を果たして多くの人が本当に望んでいる

だろうか？「価値観の多様化」をキーワードと

する新しい世代が台頭しつつある今，ウエアラ

ブル PC のアプリケーションも「より便利に」

という単一の価値観だけでは（多くの人々に

は）受け入れられ難いと想像する．

「便利さ＝汎用性」が魅力を失い，使い方

をみずからが工夫しなくてもよい「専用マシ

ン」の需要が高まるだろう．同時に極めて単純

な「新しい遊び方」を開発できる余地を残した

もののほうが（より多くの層に）好まれるだろ

う．一方，自分の価値観を尊重する社会では，

他人の価値観への配慮も重要になる．使いたく

ない人の参加を考慮し「使っていない人もそれ

なりに楽しい」を指向するべきであろう．HM D

の装備だけではなく，そうではない人とのイン

タラクションもまた，空気ペン・プロジェクト

の関心事の一つとなっているのである．
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